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証拠に基づく政策立案のための
オープンデータを利活用した

Web-GIS可視化によるデータフュージョン
（の今後）

Data Fusion through Web-GIS Visualization

Using Open Data for Evidence-Based Policy Making

長瀬 永遠 (Towa Nagase)
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1.1 本研究の背景

近年，世界各国で証拠に基づく政策立案（Evidence-Based Policy Making: EBPM）
に注目が集まっている．日本においても例外ではなく，研究機関でも取り上げられて
いる．政府を中心に推進されている EBPM であるが，地方自治体ではいまだにエピ
ソードベースの意思決定が根強い．
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1.2 本研究の目的

政策決定における対象の複雑性という課題に対して，多種多様なデータから対象と因
果関係のあるもののみを抜き出して分析し，GIS を用いて結果を提示することで政策
決定の支援を行う手法を提案する．
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2.1 ICTとデータの利活用による行政施策

EBPM を実行するためには膨大なデータの収集・分析が必要になる．EBPM を広範
囲に的確かつ効率的に取り入れるには ICT の有効活用がもとめられる．このことか
ら，内閣府を中心に地方自治体における EBPM を支援するためのシステムが複数提
供されている．



1. はじめに

2.EBPM と ICT
の有用性

3. データ間の因果
性と改善値の導出

4. 提案手法

5. 数値実験並びに
考察

6. おわりに

5/16

2.2 GISによる地域的な政策決定支援

GIS とは，地理空間データを総合的に管理・加工し，地理的位置とデータを結び付け
て視覚化できる技術．近年，多くの自治体で運用されている．
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2.3 Web-GISによるデータフュージョン

GIS は多様なデータに対して地理空間を介在することで同一プラットフォーム上に可
視化できる．そのため，普段は別々に研究が行われている分野の研究結果を重ね合わ
せて新たな知見を得ることが可能となる1．

1 坪井利樹, 西田佳史, 持丸正明, 河内まき子, 山中龍宏, 溝口博, ”身体地図情報システム”, 日本知能情報ファジィ学会誌, Vol. 20,
No. 2, pp. 155-163, 2008.
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3.1 因果探索によるデータ間の関係性

因果探索とは，観測データを用いて，データ群の因果グラフ（複数の観測データにお
いて，それぞれの値がお互いに及ぼしあっている影響の度合いを構造的に示したも
の）を導出するための教師なし学習である．
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3.2 DEAによる効率値と入力・出力改善値の導出

DEA とは，ある分野における組織の集合において，対象の組織の業績を評価するた
めに生み出されたノンパラメトリックなアプローチである．組織とは，その活動にお
いていくつかの種類の入力（投入）をいくつかの出力（産出）に変換することに携わ
る生産体（Decision Making Unit: DMU）を指す．
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3.3 Foliumを用いたWeb-GISの開発

Web-GISとは，html形式で記述され，World Wide Web 上でアプリケーションとし
て動作する GIS の総称．また，Web-GIS における html は直接手書きで作成するほ
かプログラミング言語で自動的に生成も可能．Web-GIS を記述する Python のモ
ジュールを Folium と呼ぶ．
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4.1 データベース作成と因果探索によるデータの選定

データベース内には地理情報を持たない数値データ，地理情報を持つ数値データ，施
設等の位置データがある．データは RESAS APIおよび国土交通省のウェブサイトを
用いて収集した．それらを因果探索で絞りこみ，DEA の入力・出力に振り分ける．
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4.2 選定されたデータに基づくDEA分析

因果探索によって振り分けられた入力・出力を用いて DEA を行うことで評価値，入
力・出力改善案，参照集合に属する市区町村とそれらにかかるウェイトを算出する．
種類ごとの計 4 つの csv ファイルで結果を出力する．
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4.3 Web-GISを用いたデータフュージョンのシステム開発

動画

提案システムのながれを動画でお見せします．
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5.1 数値実験の概要

富山県射水市における少子高齢化問題について，その解決に向けた政策を行うという
モデルケースに提案手法を適用することによって本研究の有効性を検証・考察する．
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5.2 数値実験の結果と考察

システムの各部分における結果を示す．
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6 おわりに

まとめ

今後の課題
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今後の方向性

1 提案手法の洗練
2 テーマの再考
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